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全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会

会 

長　

山
﨑 

慎
介

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
令
和
８

年
（
２
０
２
６
年
）
の
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
、
心

と
パ
レ
ス
チ
ナ
間
の
紛
争
、
ト

ラ
ン
プ
関
税
、
円
安
、
原
材
料

の
高
騰
、
環
境
問
題
、
人
材
不

足
と
問
題
は
山
積
し
て
お
り
、

我
々
製
造
業
を
取
り
巻
く
事
業

環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
世
界
平

和
を
願
う
こ
と
は
出
来
て
も
、

戦
争
を
止
め
る
こ
と
は
な
ど
来

ま
せ
ん
し
、
不
景
気
、
物
価
高
、

円
安
、
人
件
費
の
高
騰
、
人
手

不
足
等
々
を
ど
ん
な
に
嘆
い
て

も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ

ん
。
ま
た
地
球
規
模
の
環
境
問

題
、
環
境
規
制
問
題
に
抗
う
こ

と
な
ど
絶
対
に
出
来
ま
せ
ん
。

目
の
前
に
山
積
す
る
問
題
に
努

力
も
せ
ず
、
い
く
ら
声
高
ら
か

に
既
得
権
を
叫
ん
で
い
て
も
、

世
間
を
嘆
い
て
い
て
も
絶
滅
イ

コ
ー
ル
、
淘
汰
、
倒
産
、
廃
業

を
待
つ
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

然
し
な
が
ら
、
昨
年
は
日
本

の
政
界
も
遂
に
ガ
ラ
ス
の
天
井

を
打
ち
破
り
、
初
の
女
性
首
相

で
あ
る
高
市
早
苗
総
理
大
臣
が

誕
生
し
「
働
い
て
働
い
て
働
い

て
参
り
ま
す
」と
の
宣
言
通
り
、

就
任
か
ら
超
人
的
に
活
動
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
日
本
経
済
の

再
浮
上
、
外
交
を
含
め
た
日
本

の
復
権
、
行
き
過
ぎ
た
労
務
問

題
等
々
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
め
っ

き
業
界
で
も
総
理
大
臣
を
議
長

と
す
る
日
本
成
長
戦
略
会
議
構

成
員
に
伊
藤
麻
美
社
長
が
名
を

連
ね
、
男
女
の
区
別
な
く
優
秀

な
方
が
め
っ
き
業
界
か
ら
選
ば

れ
た
と
言
う
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
め
っ
き
業
界
に
存
在
す
る

最
も
高
く
て
最
も
固
い
ガ
ラ
ス

の
天
井
が
打
ち
破
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、
誠
に
誇
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
更
に
は
一
昨

年
発
足
し
た
全
鍍
連
青
年
部
に

は
御
舩 

隆
会
長
始
め
多
士

済
々
の
人
材
（
人
財
）
が
揃
っ

て
お
り
、
今
後
は
若
い
力
を
結

集
し
、
未
来
志
向
で
め
っ
き
業

界
を
再
び
輝
く
業
界
に
し
て
頂

け
る
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
更
に
め

っ
き
業
界
に
は
全
鍍
連
、
表
面

技
術
協
会
、
日
本
表
面
処
理
機

材
工
業
会
、SYM

TEC

、JAS

、

四
谷
会
等
々
多
く
の
会
が
存
在

す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
ま

た
、
全
鍍
連
に
は
多
く
の
賛
助

会
員
様
も
名
を
連
ね
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。今
年
こ
そ
各
団
体
、

各
青
年
部
が
大
同
団
結
し
、
老

若
男
女
区
別
な
く
未
来
の
話
が

出
来
る
人
材
を
登
用
し
、
未
来

に
向
け
て
再
び
輝
く
、
世
界
と

関
係
団
体 

年
頭
所
感

戦
っ
て
行
け
る
業
界
へ
と
変
貌

を
遂
げ
る
元
年
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
先
ず
は

各
会
員
企
業
様
の
自
助
努
力
を

お
願
い
し
、
各
単
組
、
各
委
員

会
を
通
し
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
要
望
に
対
し
共
助
を
具

現
化
し
、
経
産
省
、
厚
労
省
、

環
境
省
な
ど
の
関
係
省
庁
、
全

国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
等
の

公
助
を
引
き
出
す
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
自
助
努
力
が
な

い
と
こ
ろ
に
は
共
助
も
公
助
も

あ
り
ま
せ
ん
。
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に

業
界
企
業
様
の
ご
繁
栄
、
経
営

者
様
始
め
ご
家
族
、
従
業
員
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

我
々
を
取
り
巻
く
世

界
情
勢
は
、
未
だ
に
続

く
先
の
見
え
な
い
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
停
戦
の
兆
し
は

あ
る
も
の
の
、
終
戦
が

見
え
な
い
イ
ス
ラ
エ
ル

全
鍍
連
新
年
の
ご
挨
拶

■
総
論

　

令
和
8
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

世
界
で
は
、
米
国
の
関
税
措

置
や
、
米
中
欧
を
は
じ
め
各
国

に
よ
る
自
国
優
先
の
大
規
模
な

産
業
政
策
の
展
開
な
ど
、
自
由

主
義
経
済
に
代
わ
る
新
た
な
国

際
秩
序
が
生
ま
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
目
を
向
け
る

と
、
賃
上
げ
や
国
内
投

資
が
約
30
年
ぶ
り
の
高

水
準
と
な
り
、
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
も
初
め
て
６
０
０

兆
円
の
大
台
を
超
え
る

な
ど
、
日
本
経
済
に
明

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
現
下
の

マ
ク
ロ
経
済
環
境
を
踏
ま
え
、

米
国
の
関
税
措
置
な
ど
の
国
際

秩
序
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、

事
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
強
い

経
済
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
供
給
力
の
強
化
や
輸
出
拡

大
も
含
め
た
成
長
戦
略
、
産
業

の
国
際
競
争
力
強
化
の
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

■
関
税
対
応

　

米
国
関
税
措
置
に
つ
い
て

は
、
昨
年
７
月
に
日
米
間
の
合

意
が
成
立
し
、
９
月
４
日
に
関

連
す
る
大
統
領
令
等
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
米
関
税
交
渉
を
通
じ
て
、

関
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
一
定

の
税
率
が
残
っ
て
い
る
の
も
厳

然
た
る
事
実
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
影
響
は
、
我
が
国
の
基

幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
・
自
動

車
部
品
分
野
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
分
野
に
、
ま
た
、
大
企

業
の
み
な
ら
ず
、
中
小
企
業
を

含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

様
々
な
企
業
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。実
際
に
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
か
ら
は
、

関
税
の
影
響
を
受
け
て
受
注
が

停
滞
し
て
い
る
、
今
後
の
業
績

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を

懸
念
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
声

が
聞
こ
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、経
済
産
業
省
と
し
て
は
、

資
金
繰
り
支
援
や
価
格
転
嫁
を

は
じ
め
と
し
た
取
引
適
正
化
の

推
進
、
生
産
性
向
上
を
目
的
と

し
た
各
種
補
助
金
に
お
け
る
関

税
影
響
を
受
け
た
事
業
者
の
優

先
採
択
、
中
小
企
業
等
の
販
路

拡
大
支
援
、
見
直
さ
れ
た
車
体

課
税
の
活
用
を
着
実
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
取
引
適
正
化
に
つ
い
て

は
、
本
年
１
月
1
日
よ
り
中
小

受
託
取
引
適
正
化
法
・
受
託
中

小
企
業
振
興
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
同
法
に
よ
り
新
た
に
規

制
対
象
と
さ
れ
た
、
協
議
に
応

じ
な
い
一
方
的
な
代
金
決
定
の

禁
止
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
複
数

事
業
者
の
連
携
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
危
機
管
理
投
資
・
経
済
安
保

　

昨
年
10
月
に
誕
生
し
た
高
市

政
権
に
お
い
て
、
重
要
鉱
物
を

含
む
マ
テ
リ
ア
ル
分
野
、
航
空

宇
宙
分
野
、
防
衛
産
業
分
野
な

ど
、
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投

資
を
集
中
的
に
行
う
17
つ
の
戦

略
分
野
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
投
資
を
官
民
一
体
で
推

し
進
め
る
こ
と
は
、
経
済
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ

り
、
我
が
国
の
自
律
性
・
不
可

欠
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
経
済
安
全
保
障
推

進
法
に
基
づ
き
、
新
た
に
無
人

航
空
機
と
人
工
衛
星
・
ロ
ケ
ッ

ト
の
部
品
が
特
定
重
要
物
資
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

新
規
物
資
や
、
既
存
の
特
定
重

要
物
資
で
あ
る
重
要
鉱
物
や
永

久
磁
石
に
対
し
て
、
安
定
供
給

の
確
保
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強
靭
化
を
図
る
べ
く
、
令
和
７

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
供
給

源
の
多
角
化
や
国
内
生
産
能
力

強
化
等
に
関
す
る
費
用
を
措
置

し
ま
し
た
。

　

レ
ア
ア
ー
ス
や
半
導
体
等
の

重
要
な
物
資
に
つ
い
て
は
、
特

定
の
国
に
過
度
に
依
存
す
る
こ

と
の
な
い
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
た
め
、
有

志
国
と
連
携
し
、
代
替
供
給
源

の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
事
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
供
給
源
の
切
替
も

経
済
産
業
省 製

造
産
業
局
長　

伊
吹 

英
明

令
和
８
年
局
長
年
頭
所
感

る
い
兆
し
が
現
れ
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
我
が
国
は
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
と
い
う
構
造
的

要
因
に
直
面
す
る
と
と
も
に
、

世
界
的
な
資
源
価
格
の
変
動
な

ど
の
外
部
要
因
も
重
な
っ
た
イ

ン
フ
レ
圧
力
の
高
ま
り
な
ど
の

多
く
の
懸
念
も
抱
え
て
い
ま

す
。

【
４
面
へ
続
く
】
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谷
口
ヒ
ー
タ
ー
ズ
㈱
（
本
社

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
・
谷
口
和
美

社
長
）
の
「
特
許
潜
水
ヒ
ー
タ

ー
」
は
、
従
来
の
保
温
対
策
で

は
解
決
し
き
れ
な
か
っ
た
タ
ン

ク
内
の
液
の
凍
結
・
結
晶
化
な

ど
の
リ
ス
ク
を
根
本
か
ら
解
消

し
て
い
る
。他
の
従
来
品
で
は
、

液
槽
内
に
大
き
な
Ｌ
型
や
長
物

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
い

た
た
め
設
置
に
大
掛
か
り
な
工

事
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
ど
ん

な
大
き
な
タ
ン
ク
で
も
、
上
部

の
開
口
部
か
ら
ヒ
ー
タ
ー
を
潜

水
す
る
こ
と
で
、
容
易
に
液
加

熱
を
液
の
下
部
か
ら
温
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

近
年
、
多
く
な
っ
て
い
る
用

途
に
は
、
化
学
薬
液
（
苛
性
ソ

ー
ダ
・
強
酸
・
強
ア
ル
カ
リ
液
）

の
貯
蔵
タ
ン
ク
用
。

　

屋
外
使
用
や
高
さ
10
ｍ
の
槽

な
ど
大
型
槽
に
も
対
応
し
て
い

る
。

　

製
品
名
は
「
凍
結
・
結
晶
防

止
用
潜
水
ヒ
ー
タ
ー
」
だ
が
、

液
の
「
凍
結
結
晶
防
止
」
だ
け

で
な
く
、
低
温
で
粘
度
が
上
が

る
液
の
場
合
は
保
温
す
る
こ
と

で
粘
度
を
下
げ
て
ポ
ン
プ
性
能

や
配
管
抵
抗
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
、
ポ
ン
プ
の
故
障
頻

度
低
下
、
流
量
安
定
、
配
管
詰

ま
り
や
圧
力
損
失
の
抑
制
が
図

れ
る
。
特
に
、
苛
性
ソ
ー
ダ
な

ど
、
温
度
変
化
に
よ
る
溶
解
度

変
動
で
ス
ケ
ー
ル
や
固
形
物
が

析
出
す
る
可
能
性
の
高
い
液
の

場
合
は
、
析
出
物
に
よ
っ
て
流

路
抵
抗
が
高
ま
っ
た
り
、
配
管

詰
ま
り
な
ど
の
原
因
と
な
る
。

ま
た
、
食
品
・
化
粧
品
・
医
薬

品
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
利
用

さ
れ
て
い
る
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
や

コ
ロ
イ
ド
な
ど
混
合
液
は
温
度

変
化
で
相
分
離
し
や
す
い
が
、

均
一
温
度
を
保
つ
こ
と
で
相
分

離
（
層
分
離
）
や
沈
降
を
防
い

で
、
液
の
品
質
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
。

　
「
凍
結
・
結
晶
防
止
用
潜
水
ヒ

ー
タ
ー
」
に
は
、
比
重
１
・
３

ま
で
対
応
の
ロ
ー
ワ
ッ
ト
モ
デ

ル
（
潜
水
ス
テ
ン
レ
ス
／
チ
タ

ン
ヒ
ー
タ
ー
）
と
、
比
重
1
・

５
（
48
％
苛
性
ソ
ー
ダ
な
ど
）

ま
で
対
応
す
る
ス
ー
パ
ー
ロ
ー

ワ
ッ
ト
モ
デ
ル
（
潜
水
Ｕ
Ｕ
・

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ロ
ン
ヒ
ー
タ
ー
）

が
あ
り
、
今
ま
で
難
し
い
と
さ

れ
て
い
た
槽
内
液
温
度
は
、
潜

水
ヒ
ー
タ
ー
と
Ｓ
Ｌ
Ｘ-

Ｌ
Ｏ

仕
様
が
で
き
た
こ
と
で
、
安
心

の
管
理
需
要
が
増
え
て
い
る
。

【
大
型
貯
蔵
薬
液
タ
ン
ク
向
】

① 

タ
ン
ク
内
保
温
用
潜
水
ヒ

ー
タ
ー

② 

タ
ン
ク
外
装
・
配
管
保
温
用

ヒ
ー
タ
ー

• 

タ
ン
ク
外
装
： 

パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー 

＋ 

断
熱
材
に
よ
る
外
部

加
熱

• 

配
管
保
温
： 

配
管
用
凍
結
防

止
ヒ
ー
タ
ー

　

以
上 

凍
結
防
止
対
策
は
、化

学
プ
ラ
ン
ト
の
設
備
保
全
に
と

ど
ま
ら
ず
、
薬
液
の
凍
結
や
結

晶
化
を
防
ぐ
こ
と
で
品
質
を
維

持
し
、
安
定
し
た
供
給
体
制
の

構
築
に
も
つ
な
が
る
。

　

寒
冷
地
に
限
ら
ず
、
寒
冷
期

や
冬
季
の
低
温
環
境
下
に
お
け

る
操
業
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
対
策
は
重
要
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
の
観
点
か
ら
も
、
リ
ス

ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
有
効
な

手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
で
、
順
次
案
内
す
る
。

冬季の液温低下による凍結・結晶化トラブル対策
― 屋外タンク内「特許潜水ヒーター」の新常識 ―

谷口ヒーターズ




